
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
着信信号を受信した際に着信を報知するメロディを放音可能な電話端末装置であって、
通信手段と、楽曲再生手段と、各種情報を表示するバックライト手段が複数に分割された
表示手段とを少なくとも備え、
着信信号を受信した際に、前記楽曲再生手段においてメロディが再生される場合は、前記
楽曲再生手段において再生される楽曲データのオクターブとノート情報とを検出して、複
数に分割された前記バックライト手段のうちの検出されたオクターブとノート情報に対応
する位置のバックライト手段が１つ以上発光制御されることにより、メロディの進行に応
じて前記バックライト手段の発光態様が変化していくようになることを特徴とする電話端
末装置。
【請求項２】
ボタンライト手段を各々有する各種ボタンがさらに備えられており、前記ボタンライト手
段のうちの前記検出されたオクターブとノート情報に対応する位置のボタンライト手段が
１つ以上発光制御されることにより、メロディの進行に応じて前記ボタンライト手段の発
光態様も変化していくようになることを特徴とする請求項１記載の電話端末装置。
【請求項３】
前記表示手段はカラー発光可能とされており、検出されたオクターブとノート情報とに対
応するカラーの発光態様となるように、前記バックライト手段が発光制御されるようにし
たことを特徴とする請求項１記載の電話端末装置。
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【請求項４】
前記ボタンライト手段はカラー発光可能とされており、前記検出されたオクターブとノー
ト情報とに対応するカラーの発光態様となるように、前記ボタンライト手段が発光制御さ
れるようにしたことを特徴とする請求項２記載の電話端末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
本発明は、自動車電話機や携帯電話機等に適用して好適な電話端末装置に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
アナログセルラーシステムやデジタルセルラーシステムとして知られているＰＤＣ（ Pers
onal Digital Cellular telecommunication system）等の携帯電話システムや、簡易型携
帯電話システム（ＰＨＳ： Personal Handyphone System）において、ユーザが携帯してい
る電話端末装置に着信があった際には、着信をユーザに報知するために着信音が放音され
る。この着信音としては、従来ビープ音が放音されていたが、ビープ音が耳障りな音であ
ることからビープ音に変わりメロディ音を着信音とすることが最近行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記した従来の電話端末装置では、着信時にメロディ音を発生することが
できるだけであった。
そこで、本発明は、着信時に視覚にも訴えることができる電話端末装置を提供することを
目的としている。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために、本発明の電話端末装置は、着信信号を受信した際に着信を報
知するメロディを放音可能な電話端末装置であって、通信手段と、楽曲再生手段と、各種
情報を表示するバックライト手段が複数に分割された表示手段とを少なくとも備え、着信
信号を受信した際に、前記楽曲再生手段においてメロディが再生される場合は、前記楽曲
再生手段において再生される楽曲データのオクターブとノート情報とを検出して、複数に
分割された前記バックライト手段のうちの検出されたオクターブとノート情報に対応する
位置のバックライト手段が１つ以上発光制御されることにより、メロディの進行に応じて
前記バックライト手段の発光態様が変化していくようになされている。
【０００５】
また、上記本発明の電話端末装置において、ボタンライト手段を各々有する各種ボタンが
さらに備えられており、前記ボタンライト手段のうちの前記検出されたオクターブとノー
ト情報に対応する位置のボタンライト手段が１つ以上発光制御されることにより、メロデ
ィの進行に応じて前記ボタンライト手段の発光態様も変化していくようにしてもよい。
【０００６】
さらに、上記本発明の電話端末装置において、前記表示手段はカラー発光可能とされてお
り、検出されたオクターブとノート情報とに対応するカラーの発光態様となるように、前
記バックライト手段が発光制御されるようにしてもよい。
さらにまた、上記本発明の電話端末装置において、前記ボタンライト手段はカラー発光可
能とされており、前記検出されたオクターブとノート情報とに対応するカラーの発光態様
となるように、前記ボタンライト手段が発光制御されるようにしてもよい。
【０００７】
このような本発明によれば、着信時にメロディ音で着信を報知する場合には、メロディ音
の放音とともに、メロディに合わせて表示手段の発光態様が変化するようになる。このた
め、聞くだけでなく見ることによっても着信を知ることができると共に、見ていて楽しい
遊び心のある電話端末装置とすることができる。
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また、表示手段と共に各種ボタンもメロディに合わせて発光態様が変化するようにすると
、より見ていて楽しい電話端末装置とすることができる。さらに、表示手段や各種ボタン
をカラーで発光させるようにすると、より視覚に訴えることのできる電話端末装置とする
ことができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の電話端末装置を携帯電話機に適用した実施の形態について、以下に説明する。
本発明の実施の形態にかかる携帯電話機の構成の外観を図１に示す。
図１に示すように携帯電話機１は、表示部３や各種ボタン４を備える電話機本体２と、伸
縮自在とされたアンテナ６とから構成されている。電話機本体２内には電話機能手段や楽
曲再生手段等を実現するハードウェアが収納されている。表示部３には、各種設定を行う
メニュー画面や電話をかける際の入力された電話番号の表示や、着信時に相手先の電話番
号等が表示される。さらに、着信時に着信を報知するメロディが設定されている場合は、
放音されるメロディに合わせて表示部３に設けられているバックライトの発光表示が行わ
れる。なお、表示部３のバックライトは複数に分割して発光できるようにされており、メ
ロディの進行に合わせてバックライトの発光態様が変化していくようになる。
【０００９】
電話機本体２における表示部３の下には各種ボタン４が設けられており、その中に「０」
～「９」の数値が付されたダイヤルボタン５が設けられている。この各種ボタン４を操作
することにより、表示部３の表示画面を見ながら各種の設定や電話番号等の入力を行うこ
とができるようにされている。また、各種ボタン４内には各種ボタン４を光らせるボタン
ライトが設けられており、着信時に着信を報知するメロディが設定されている場合は、放
音されるメロディに合わせて各種ボタン４に設けられているボタンライトの発光表示が行
われる。
電話機本体２の上部にはアンテナ６が伸縮可能に設けられており、待ち受け時にはアンテ
ナ６は収納されており、通話時には伸張してアンテナゲインを向上できるようにされてい
る。また、表示部３の上には通話時に相手の音声が出力される受話口７が設けられ、電話
機本体２の下部には音声を入力するための送話口９が設けられている。さらに、着信を知
らせる着信ランプ８が電話機本体２の上部に設けられている。
【００１０】
次に、電話機本体２内に収納されている携帯電話機１のハードウェアの構成を示す機能ブ
ロック図を図２に示す。
図２において、携帯電話機１に備えられたアンテナ６は、変調・復調機能を有する通信部
１３に接続されている。中央処理装置（ Central Processing Unit：ＣＰＵ）１０は、電
話機能プログラムを実行することにより携帯電話機１の各部の動作を制御するシステム制
御部であり、動作時の経過時間を示したり、特定の時間間隔でタイマ割込を発生するタイ
マを備えている。また、ＣＰＵ１０は楽曲再生処理を補助する処理を行う。ＲＡＭ１１は
ダウンロードされた楽譜データおよび音色データからなる楽曲データの格納エリアや、ユ
ーザ設定データ格納エリア、および、ＣＰＵ１０のワークエリア等が設定されるＲＡＭ（
Random Access Memory）である。ＲＯＭ１２はＣＰＵ１０が実行する送信や着信の各種電
話機能プログラムや楽曲再生処理を補助する処理、および、メロディの進行に合わせて表
示部３や各種ボタン４におけるバックライト／ボタンライト２０を順次発光させる処理等
のプログラムや、プリセットされた楽譜データや音色データ等の各種データが格納されて
いるＲＯＭ（ Read Only Memory）である。
【００１１】
また、通信部１３は、アンテナ６で受信された信号の復調を行うと共に、送信する信号を
変調してアンテナ６に供給している。通信部１３で復調された受話信号は、音声処理部（
コーダ／デコーダ）１４において復号され、マイク２１から入力された送話信号は音声処
理部１４において圧縮符号化される。音声処理部１４は、送話用の音声を高能率圧縮符号
化／復号化しており、例えばＣＥＬＰ（ Code Excited LPC ）系やＡＤＰＣＭ（適応差分
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ＰＣＭ符号化）方式のコーダ／デコーダとされている。楽曲再生部１５は、音声処理部１
４からの受話信号を受話用スピーカ２２から放音したり、楽曲データを再生して着信音あ
るいは保留音として出力している。なお、着信音は着信用スピーカ２３から放音され、保
留音は受話信号とミキシングされて受話用スピーカ２２から放音される。受話用スピーカ
２２から放音された音は電話機本体２の受話口７から放音される。
【００１２】
また、楽曲再生部１５が楽曲データを再生している際に、内部に設けられた楽譜データの
記憶手段に所定量の空きエリアが生じた場合は、楽曲再生部１５は割込要求信号（ＩＲＱ
）をＣＰＵ１０に与え、ＣＰＵ１０はＲＡＭ１１あるいはＲＯＭ１２に記憶されている楽
譜データの続きを読み出して楽曲再生部１５に転送している。ドライバ１６は、発光制御
信号を受けてバックライト／ボタンライト２０を発光制御信号に応じて発光させる駆動手
段である。バックライト／ボタンライト２０は、表示部３内および各種ボタン４内に設け
られており、そのバックライト２０は表示部３内において複数に分割されて、それぞれ独
立して発光可能とされている。入力部１７は電話機本体２に設けられた「０」～「９」の
ダイヤルボタン５を含む各種ボタン４からの入力を検知する入力手段である。表示器１８
は電話機能のメニューや、ダイヤルボタン５等の各種ボタン４の操作に応じた表示がされ
る液晶表示器等の表示器であり、表示器１８とバックライト２０とで表示部３が構成され
ている。バイブレータ１９は、着信時に着信音に代えて電話機本体２を振動させることに
より、着信をユーザに知らせるバイブレータである。なお、各機能ブロックはバス２４を
介してデータや命令の授受を行っている。
【００１３】
次に、図２に示す楽曲再生部１５の構成例を図３に示す。
図示する楽曲再生部１５において、インタフェース（Ｉ／Ｆ）３０はバス２４を介して各
種データを授受するインタフェースであり、楽曲データの初期設定の際には、音色データ
を除く楽曲データが書込／読出コントローラ（Ｒ／Ｗコントローラ）３１の制御の基で楽
曲データの記憶部３２における空きエリアに記憶される。また、楽曲データ中の音色デー
タは音色データ記憶部（ Voice RAM）３６に供給されて記憶される。音色データ記憶部（ V
oice RAM）３６は、インタフェース３０から供給された音色データを記憶する記憶手段で
あり、例えば８音色分の音色データを記憶できる記憶容量を有している。また、楽曲デー
タの初期設定の際にシーケンサ３３が楽曲データを解釈してパート毎に指定された音色ナ
ンバを音色データ記憶部（ Voice RAM）３６に印加し、音色ナンバに対応する音色パラメ
ータを音色データ記憶部（ Voice RAM）３６から読み出して音源部３４に設定している。
【００１４】
着信時等にメロディを放音するために、楽曲再生がスタートされるとＲ／Ｗコントローラ
３１は、シーケンサ３３からの読出要求信号（Ｒｅｑ）に応じて、楽曲データの記憶部３
２から順次楽曲データを読み出してシーケンサ３３に供給する。楽曲データの記憶部３２
の記憶容量は一曲分の楽曲データを記憶するに必要な記憶容量より小さくされており、例
えば３２ワード分の楽曲データを格納できる記憶容量とされている。シーケンサ３３は、
Ｒ／Ｗコントローラ３１から順次楽曲データを受け取り、楽曲データを解釈してその発音
タイミングで発音されるように楽曲データに対応する音源パラメータを音源部３４に設定
している。音源パラメータとしては、ピッチデータ、ノートオン／オフ信号等とされる。
【００１５】
また、シーケンサ３３はノートオンされる楽音のオクターブデータおよびノートデータを
検出して、オクターブデータおよびノートデータに応じて発光させるバックライト／ボタ
ンライト２０を選択する。この場合、シーケンサ３３はあらかじめ定められているテーブ
ルを参照してバックライト／ボタンライト２０のいずれかを選択する。選択されるバック
ライト／ボタンライト２０はそれぞれ複数であってもよい。そして、選択されたバックラ
イト／ボタンライト２０を駆動する駆動制御信号を生成する。この駆動制御信号のデータ
フォーマットの一例を図４に示す。駆動制御信号は、バックライト／ボタンライト２０の
発光強度を決定する明度データと、バックライト／ボタンライト２０の発光色を決定する
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カラーデータと、バックライト／ボタンライト２０のうちのいずれを発光させるかを指定
する指定データとからなる。明度データおよびカラーデータもオクターブデータおよびノ
ートデータから生成される。あるいは、オクターブデータのみに基づいて明度データおよ
びカラーデータを生成するようにしてもよい。
【００１６】
このようにして生成された駆動制御信号は、ノートオンの発音タイミングにおいてシーケ
ンサ３３から駆動制御信号（ Data）として出力され、インタフェース３０およびバス２４
を介してドライバ１６に送られる。ドライバ１６においては駆動制御信号を解釈して、選
択指定されたバックライト／ボタンライト２０に指定された明度とカラーを得ることので
きる駆動信号を供給して発光させる。この場合、明度データに応じて駆動信号のデューテ
ィを変化させることにより指定された強度で発光させることができる。また、カラーデー
タからＲＧＢデータに変換して駆動することにより、指定されたカラーで発光させること
ができる。
なお、駆動制御信号（ Data）を破線で示すようにシーケンサ３３からドライバ１６に直接
供給するようにしてもよい。また、カラーで発光させることに替えてモノクロで発光させ
るようにしてもよい。さらに、発音される楽音の音色データをも勘案して明度データおよ
びカラーデータを生成するようにしてもよいし、音色データをも勘案してバックライト／
ボタンライト２０のうちのいずれを発光させるかを指定する指定データを生成するように
してもよい。
【００１７】
図３に戻り、音源部３４は、例えば１２音の楽音信号を同時に発音することができ、各楽
音信号の音色は音色データ記憶部（ Voice RAM）３４から読み出された音色に設定されて
おり、この音色に従うと共にシーケンサ３３から設定された音源パラメータに基づいた楽
音信号を生成している。生成された最大１２音からなる楽音信号は、所定の再生タイミン
グ毎にディジタルアナログ変換器（ＤＡＣ）３５に供給されて、アナログの楽音信号に変
換される。
【００１８】
そして、楽曲データの記憶部３２からの楽曲データの読み出しが進んで楽曲データの記憶
部３２に所定量の空きエリアが発生した際には、Ｒ／Ｗコントローラ３１は転送要求信号
（Ｒｅｑ）をインタフェース３０を介してバス２４に送出する。この転送要求信号（Ｒｅ
ｑ）は、ＣＰＵ１０が受け取り続く楽曲データを所定データ分、例えば空きエリアに対応
する１６ワード分の楽曲データをＲＡＭ１１等から読み出してバス２４に送出する。この
楽曲データは、インタフェース３０を介してＲ／Ｗコントローラ３１の制御の基で、楽曲
データの記憶部３２の空きエリアに書き込まれるようになる。このような動作が繰り返さ
れることにより、楽曲データの記憶部３２の記憶容量が一曲分の楽曲データを記憶するに
必要な記憶容量より小さくされていても楽曲全体を再生することができるようになる。
【００１９】
この再生された楽音信号が着信音として放音される場合は、増幅器４０が能動化されて着
信用スピーカ２３から放音される。また、再生された楽音信号が保留音とされる場合は、
増幅器３７が能動化されてミキサ３８を介して受話用スピーカ２２から受話口７を介して
出力される。保留音とされる場合は、増幅器４１は非能動化されて音声処理部１４により
デコードされた受話信号は出力されないようにされている。
【００２０】
なお、楽譜データ中に各パート用の音色割当データを挿入しておくことにより、再生中に
各パートの音色を再生中に任意に変更することができるようになる。また、音色データ記
憶部（ Voice RAM）３４に記憶する８音色分の音色データを、ユーザがＲＡＭ１１に記憶
されている音色データから選択して音色データ記憶部（ Voice RAM）３４に設定すること
ができ、この際に、ＲＡＭ１１に種々の音色データがダウンロードされていれば、音色デ
ータ記憶部（ Voice RAM）３４には、種々の音色データの内から任意の音色データを選択
して記憶することができる。
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これにより、発音される楽音の音色データをも勘案して明度データおよびカラーデータや
バックライト／ボタンライト２０のうちのいずれを発光させるかを指定する指定データを
生成する場合には、設定した音色データに応じてバックライト／ボタンライト２０の発光
態様を変化させることができる。
【００２１】
なお、着信音として再生される楽曲は、相手側の電話機に対応する楽曲や音色とすること
ができる。具体的には、相手側の電話機の電話番号毎に楽曲ナンバと音色ナンバとを設定
した着信音楽曲テーブルをＲＡＭ１１に用意しておく。そして、着信信号と共に通知され
た相手側の電話番号から、着信音楽曲テーブルを参照して該当する音色データを含む楽曲
データを楽曲再生部１５に送るようにする。これにより、相手側の電話機に対応する楽曲
や音色の楽音を着信メロディとして楽曲再生部１５において再生することができるように
なる。従って、相手に応じてバックライト／ボタンライト２０の発光態様を変化させるこ
とができると共に、着信用スピーカ２３から放音された着信メロディを聴くことにより相
手を認識することができるようになる。
【００２２】
ここで、表示部３におけるバックライト２０の分割態様の例を図５および図６に示す。
図５（ａ）に示す例では、バックライト２０は縦方向に８段に分割されて図示するように
それぞれの分割段に１オクターブ分の“ド”，“レ”・・・・“シ”と次のオクターブの
“ド”のノートが割り当てられている。また、図５（ｂ）に示す例では、バックライト２
０は横方向に８段に分割されて図示するようにそれぞれの分割段に１オクターブ分の“ド
”，“レ”・・・・“シ”と次のオクターブの“ド”のノートが割り当てられている。さ
らに、図６（ａ）に示す例では、バックライト２０は縦方向に４段、横方向に２段分割さ
れてそれぞれの分割段に１オクターブ分の“ド”，“レ”・・・・“シ”と次のオクター
ブの“ド”のノートが図示するように割り当てられている。
【００２３】
さらにまた、図６（ｂ）に示す例では、バックライト２０は同心状に８段分割されてそれ
ぞれの分割段に１オクターブ分の“ド”，“レ”・・・・“シ”と次のオクターブの“ド
”のノートが図示するように割り当てられている。さらにまた、図６（ｃ）に示す例では
、１６個のマス目に分割されており各ノートに異なる模様の発光態様が割り当てられてい
る。図６（ｃ）に示す例は、“ド”のノートに割り当てられた模様の発光態様であり、他
のノートには異なる模様の発光態様がそれぞれ割り当てられる。
なお、バックライト２０の分割態様は上記挙げた例に限らず、種々の態様とすることがで
きる。バックライト２０は、発光ダイオード（ＬＥＤ）やエレクトロルミネセンス（ＥＬ
）により構成することができる。また、カラー化する場合にはバックライト２０を白色と
して表示器１８をカラー液晶とするか、バックライト２０としてＲＧＢを発光できるＬＥ
Ｄを用いればよい。さらに、ボタンライト２０としてはＬＥＤが用いられ、カラー化する
場合にはＲＧＢを発光できるＬＥＤを用いればよい。
【００２４】
次に、本発明にかかる携帯電話機１におけるＣＰＵ１０で実行される着信処理のフローチ
ャートを図６に示す。
着信処理は着信信号を受信した際に開始され、ステップＳ１０にて着信があったことが検
出されると共に、発信元から通知された電話番号情報がＲＡＭ１１に記憶される着信の処
理が実行される。次いで、ステップＳ１１にて着信音として楽曲再生部１５で再生された
楽音を着信音として放音する着信メロディの設定がオンされているか否かが判定される。
ここで、着信メロディがオンと設定されていると判定されると、ステップＳ１２に進んで
着信メロディ用の楽曲データの初期設定処理が実行される。この初期設定処理では、着信
音として設定されている楽曲データがＲＡＭ１１あるいはＲＯＭ１２から読み出されて楽
曲再生部１５に供給され、楽曲再生部１５では楽曲データ中の楽譜データが記憶部３２に
記憶され、音色データが音色データ記憶部（ Voice RAM）３６に記憶される。また、音色
割当データをシーケンサ３３が解釈して、各パート毎の音色パラメータを音色データ記憶
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部（ Voice RAM）３６から読み出して音源部３４に設定すると共に、テンポデータがシー
ケンサ３３に設定される。ただし、発信側から通知された電話番号情報から着信音楽曲テ
ーブルを参照して着信音用の楽曲データを選択して初期設定するようにしてもよい。
【００２５】
この初期設定処理が終了すると、ステップＳ１３にて着信メロディの再生がスタートされ
て、ステップＳ１４にてシーケンサ３３により与えられた音源パラメータに基づく各パー
トの楽音が着信音として音源部３４で再生される。ついで、ステップＳ１５にて再生され
る楽音のノートとオクターブ情報とに応じてバックライト／ボタンライト２０を発光させ
る発光処理が行われて、生成された発光制御信号が、その発音タイミングで出力される。
これにより、音源部３４で再生された楽音が着信用スピーカ２３から放音されると同時に
、バックライト／ボタンライト２０が放音される楽音に合わせて発光制御されるようにな
る。
また、ステップＳ１１にて着信メロディがオンとされていないと判定されると、ステップ
Ｓ１７に進んでビープ音等の標準の着信音が音源部３４で再生されて着信用スピーカ２３
から放音される標準着信通知処理が実行される。なお、標準着信通知処理では着信音に代
えてバイブレータ１９を振動させるようにしてもよい。
【００２６】
上記したステップＳ１４およびステップＳ１５の処理が実行されて着信メロディが放音さ
れると共にバックライト／ボタンライト２０の発光制御が行われた後、ステップＳ１６に
て着信ボタンが操作されて回線が接続されたか否かが判定される。ここで、着信ボタンが
操作されておらず回線が接続されていないと判定されると、ステップＳ１４およびステッ
プＳ１５の処理が再び実行され、次の楽曲データを再生した着信メロディが放音されると
共に、バックライト／ボタンライト２０の発光制御が放音される楽音に応じて行われる。
この繰り返し処理は、着信ボタンが操作されるまで繰り返し行われ、繰り返し行われてい
る際には着信メロディは進行していき、メロディの進行に合わせてバックライト／ボタン
ライト２０の発光が変化していくようになる。なお、標準着信通知処理が行われている場
合には、ステップＳ１４およびステップＳ１５の処理は行われず、標準の着信音が鳴音さ
れ続けるようになる。
【００２７】
そして、着信ボタンが操作されると、ステップＳ１６にて回線接続されたと判定されてス
テップＳ１８に進み、着信音として放音されている着信メロディあるいは標準着信音を停
止させるストップ処理が行われる。さらに、バックライト／ボタンライト２０の発光制御
が停止される。具体的には、楽曲再生部１５における再生が停止されると共に、シーケン
サ３３から駆動制御信号（ Data）の出力が停止されるようになる。
次いで、ステップＳ１９にて着信側における通話中処理が行われて通話が開始される。そ
して、この通話が終了すると、ステップＳ２０にて回線が切断されて着信処理が終了する
。
【００２８】
次に、着信処理のステップＳ１５にて実行される発光処理のフローチャートを図８に示す
。
発光処理がスタートされると、ステップＳ３０にて再生される楽曲データのオクターブと
ノート情報とが検出される。ついで、ステップＳ３１にて検出されたオクターブとノート
情報とに対応する位置のバックライト／ボタンライト２０がテーブルを参照して選択され
る。そして、ステップＳ３２にて選択されたバックライト／ボタンライト２０の発光させ
るカラーと発光強度をオクターブとノート情報とに対応して決定する。ついで、ステップ
Ｓ３３にて選択されたバックライト／ボタンライト２０における選択されたカラーと発光
強度の駆動制御信号を生成して、再生される楽音の発音タイミングでドライバ１６に向け
て出力する。これにより発光処理は終了し、着信処理にリターンされる。
【００２９】
以上説明した楽曲再生部１５における音源部３４は、周波数変調方式の音源、すなわちＦ
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Ｍ音源により構成することができる。ＦＭ音源は、周波数変調によって生じる高調波を楽
音の合成に利用したものであり、比較的簡単な回路で非調和音を含む高調波成分を持つ波
形を発生することができる。ＦＭ音源は、自然楽器の合成音から電子音まで幅広い楽音を
発生することができる。
ＦＭ音源では、正弦波を等価的に発振するオペレータと称される発振器を用いており、第
１のオペレータと第２のオペレータとを縦続接続することによりＦＭ音源を構成すること
ができる。また、オペレータにおける自らの出力をフィードバックして入力するようにし
てもＦＭ音源を構成することができる。
【００３０】
さらにまた、本発明の楽曲再生部１５における音源部３４の音源方式としては、ＦＭ音源
方式に限るものではなく、波形メモリ音源（ＰＣＭ音源）方式、物理モデル音源方式等と
することができ、音源の構成としてはＤＳＰ等を用いたハードウェア音源でも、音源プロ
グラムを実行させるソフトウェア音源でもよい。
上記の説明では、電話端末装置を携帯電話機に適用した実施の形態について説明したが、
本発明はこれに限るものではなく、着信音としてメロディを再生することが可能であると
共に、表示手段を備える電話端末装置に適用することができる。
【００３１】
【発明の効果】
本発明は以上説明したように、着信時にメロディ音で着信を報知する場合には、メロディ
音の放音とともに、メロディに合わせて表示手段の発光態様が変化するようになる。この
ため、聞くだけでなく見ることによっても着信を知ることができると共に、見ていて楽し
い遊び心のある電話端末装置とすることができる。また、表示手段と共に各種ボタンもメ
ロディに合わせて発光態様が変化するようにすると、より見ていて楽しい電話端末装置と
することができる。さらに、表示手段や各種ボタンをカラーで発光させるようにすると、
より視覚に訴えることのできる電話端末装置とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の電話端末装置を携帯電話機に適用した実施の形態にかかる携帯電話機の
構成の外観を示す図である。
【図２】本発明の電話端末装置の実施の形態にかかる携帯電話機のハードウェアの構成を
示す機能ブロック図である。
【図３】本発明の電話端末装置の実施の形態にかかる携帯電話機の楽曲再生部の構成例を
示す図である。
【図４】本発明の電話端末装置の実施の形態にかかる携帯電話機の駆動制御信号のデータ
フォーマットの一例を示す図である。
【図５】本発明の電話端末装置の実施の形態にかかる表示部におけるバックライトの分割
態様の例を２例示す図である。
【図６】本発明の電話端末装置の実施の形態にかかる表示部におけるバックライトの分割
態様の例をさらに３例示す図である。
【図７】本発明の電話端末装置の実施の形態にかかる着信処理のフローチャートを示す図
である。
【図８】本発明の電話端末装置の実施の形態にかかる着信処理中の発光処理のフローチャ
ートを示す図である。
【符号の説明】
１　携帯電話機、２　電話機本体、３　表示部、４　各種ボタン、５　ダイヤルボタン、
６　アンテナ、７　受話口、８　着信ランプ、９　送話口、１０　ＣＰＵ、１１　ＲＡＭ
、１２　ＲＯＭ、１３　通信部、１４　音声処理部、１５　楽曲再生部、１６　ドライバ
、１７　入力部、１８　表示器、１９　バイブレータ、２０　バックライト／ボタンライ
ト、２１　マイク、２２　受話用スピーカ、２３　着信用スピーカ、２４　バス、３０　
インタフェース、３１　コントローラ、３２　記憶部、３３　シーケンサ、３４　音源部
、３５　ＤＡＣ、３６　音色データ記憶部、３７　増幅器、３８　ミキサ、４０　増幅器
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、４１　増幅器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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